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●基本情報

学生個人番号 MZ162R17601001

氏名(漢字) 北原春華

氏名(ひらがな) きたはらはるか

所属大学等名 宮崎大学

所属学部/研究科/学科 教育文化学部

所属学科/専攻/コース 人間社会課程社会システムコース

課程(▼で選択) 学部

留学修了時の学年(○年) 3年

期 　(○期) 5期

コース　(▼で選択) 地域人材コース

留学開始日(yyyy/mm/dd) 2016/11/02

留学終了日(yyyy/mm/dd) 2017/02/25

●留学の活動概要と成果

活動概要と成果
国名 台湾

都市名 台北

受入機関名 中国文化大学華語中心、東呉大学日本語学科

1
期間

(yyyy/mm/dd)
2016年11月～2017年2月

活動概要と

成果

中国文化大学華語中心では、中国語の学習を行った。レベル１の初級コースからスタートした

が、終了時にはレベル２の教科書の3分の２程まで学習を進めることが出来た。そのため、観光等

には支障がないほどの中国語が話すことが出来るようになった。東呉大学日本語学科には、日本

語教育のTAとしてインターンシップを行った。日本語を教えるという機会はあまりなかったが、

学生と会話を多くすることで日本語に触れる機会を多く作った。日本語を学ぶ人々は、「日本語

に興味がある人」というよりも「日本文化に興味がある人」がほとんどであった。視覚的にとら

えたものの中身をを知りたくて語学学習を始めている人が多く、写真やイラスト、映像などの視

覚的に訴えるものの影響力は強いと感じた。また、帰国前には「宮崎・高千穂紹介展」という宮

崎県と、宮崎県で一番の観光地である高千穂町を紹介するイベントを開催した。このイベントに

は、学生・教員含め８２人の方が来場いただいた。東呉大学にて学んだ「視覚情報の影響の強

さ」を活かすために、切り絵体験・浴衣や空手道着の試着といった視覚的にも楽しめる体験を取

り入れた。また、会場の壁や入口の装飾などを工夫して「絵になる風景」が会場内に出来上がる

ように考慮した。

国名

都市名

受入機関名

2
期間

(yyyy/mm/dd)

活動概要と

成果

トビタテ！留学JAPAN　日本代表プログラム　留学状況報告書

※主要な留学先を2か所記入し

てください。

2か所を超える場合は、ページ

下部にある「活動概要と成果

（予備）に記載してください
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日本発信プロジェクト

活動概要と成果

活動タイトル

(30文字以内)

宮崎・高千穂紹介展

実行したこと

インターンシップ先の大学にて、「宮崎県」と宮崎県で一番の観光地である「高千穂町」を紹介

するイベントを開催した。学生・教員を含め82人が来場くださった。内容は、高千穂町の切り絵

体験、浴衣・空手道着の試着、日本の駄菓子と高千穂町のお茶のふるまい、宮崎大学の紹介、宮

崎県・高千穂町の観光パンフレットの配布を行った。

成果・

気づいたこと

新日家が多い台湾であったことと、開催した場所が日本語学科という事もあり、神話を絡めた高

千穂町の紹介に非常に多くの人が興味をもってくださった。また、日本の食品は台湾でも多くが

入手可能であるが、駄菓子は売っていなかったため好評であった。浴衣の試着や切り絵体験等の

実施、会場の壁に切り絵の見本や高千穂町の写真を飾るなどして、写真になる風景をつくること

に気をつけた。その結果、多くの学生が会場内で写真撮影をしてくれていた。台湾は、スマート

フォン等の使用率が高く、それに比例するようにSNS利用率も非常に高いので、来場者の多くが

会場内の写真をSNSにアップロードしてくれていた。

同じ宮崎県地域人材育成コースで同時期に台湾に留学していた学生と自分を比べ、落ち込むこと

が多々あった。そして、初めての留学、初めての海外経験で、ホームシックになったり家の外に

出たくない時期があったりもした。しかし、香港に視察旅行をした際に考えが変わる出来事が

あった。香港旅行の途中、12月25日のクリスマスに香港ディズニーランドに一人で行った。クリ

スマスでカップルや家族連れが多い日にディズニーランドに一人で行くという経験は、今回が人

生で最初で最後だと感じた。と同時に、今回の留学自体も「一生に一度」だという事を実感し

た。その瞬間から、落ち込んでいた気持ちが少し軽くなり、とにかく何かやってみようと前向き

に考えることが出来るようになった。宮崎県地域コースの合宿の際に講師の先生が言われていた

「不完全でも突き進む力」が本当に必要であると実感し、台湾に帰国後に様々なことにチャレン

ジできるようになった。自分にできることは何でもやってみようと思い、住んでいたシェアハウ

スで「チキン南蛮（宮崎県のご当地グルメ）」のふるまいをした。台湾人やインドネシア人、ア

メリカ人などのハウスメイトから非常に好評であった。その後は、インターンシップ先の大学に

て、日本の文化を紹介する機会がほしいと思い、先生の所へ直接話に行った。すると、先生の授

業の時間を１時間いただいて文化紹介をすることが出来た。また、その授業が先生や生徒にとて

も好評で、「宮崎・高千穂紹介展」の際の先生方や学生の協力やイベントの成功に繋がっていた

と強く感じた。

地域人材育成コースの魅力としては、地域の人たちに支えられて事前・事後インターンシップが

出来ることや、留学中も温かく見守っていただけたこと、繋がりが出来たことがある。そして、

地域にとけこんで県内インターンシップを2か月実施したからこそ、台湾留学や特に宮崎・高千穂

紹介展が成功したと強く感じている。トビタテ全体の価値としては、自分で企画して決断してい

く留学だからこそ、自分の留学経験はオンリーワンであると感じることが出来るのが魅力であり

価値である。オンリーワンの自分になることで自分に自信が持てるようになる。留学することが

珍しくなくなってきている中でも、自分の留学はほかの人とは違う留学であった。その留学経験

により、以前よりタフな自分になったと感じる。また、言葉もなかなか通じなく最初は友人もい

ないような状況のなかで、生活や何かを成し遂げる際に「ほんの少しのことも吸収しよう」「貪

欲にいこう」「小さなことでも、まずはやってみよう」と考えることが出来るようになったの

も、今回の留学の価値である。

留学中および帰国後の活動を通じて最も成長した

経験とそこから学んだこと

※事後研修事前課題・事後研修の内容を踏まえて記入

してください

※具体的な経験エピソードをもとに記入してください

あなたにとっての留学の価値

※事後研修事前課題・事後研修の内容を踏まえて記入

してください

※事前課題P22と研修で検討した

内容をもとに記載してください
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●留学機運醸成に向けた活動

エヴァンジェリスト活動企

画
カテゴリ

活動タイトル

(30字以内)

宮大トビタテ報告会・激励会

対象者・人数
対象者：宮崎大学学生　目標人数：20人

実施場所
宮崎大学附属図書館　ラーニングコモンズ

実施時期
未定

内容

宮崎大学のトビタテ生（帰国学生、これから留学する学生含む）で、留学計画や留学経験きっか

けなどを発表する場を持ち、聞いている学生の留学機運醸成とともに、帰国学生は自分の活動の

振り返り、これから行く学生は自分の活動の見直しや活動に関するプレゼンの練習になる。

達成目標

20人以上の来場。学生が、１人でもいいので個別留学説明会への参加や留学につながるとよい。

実施に向けたア

クションプラン

Facebookのイベントページの作成、国際連携センターのメーリングリストの活用、各学部での授

業内での告知、ポスター掲示。

※事前課題P68.69と研修で検討した

内容をもとに記載してください
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